
近
年
、
全
国
で
救
急
車
の
出
動
件

数
が
急
増
し
て
い
る
中
、
救
急
車
を

要
請
し
た
人
の
約
半
数
が
入
院
の
必

要
の
な
い
軽
症
者
で
し
た
。

積
丹
支
署
管
内
に
お
い
て
も
、
表

の
よ
う
に
救
急
車
を
要
請
し
た
約
３

方
も
い
る
よ
う
で
す
。

一
方
で
、
大
き
な
や
け
ど
や
い
つ

も
と
違
っ
た
頭
痛
な
ど
は
、
安
易
に

我
慢
し
よ
う
と
す
る
と
脳
梗
塞
や
心

停
止
と
い
っ
た
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
症
状
に
発
展
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
特
に
、
当
町
の
よ
う
に
高
齢
化

が
進
み
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
も

多
く
、
一
人
で
判
断
が
で
き
な
い
こ

と
や
我
慢
し
た
り
遠
慮
し
た
り
す
る

こ
と
で
病
状
が
悪
化
す
る
こ
と
も
あ

り
、
ど
う
し
て
も
救
急
車
の
要
請
を

必
要
と
す
る
地
域
事
情
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
緊
急
事
態
に
誰
も
が
利

用
で
き
る
救
急
車
の
台
数
に
は
限
り

が
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
救
急
車
が

必
要
な
重
傷
患
者
の
も
と
へ
の
到
着

が
遅
れ
、
助
か
る
命
を
救
え
な
く
な

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

本
当
に
必
要
な
と
き
に
、
本
当
に

必
要
な
人
が
救
急
車
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
救
急
車
の
適
正
な
利
用
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
救
急
車
（
１
１
９
番
）
を
呼
ぶ
と

き
は
、
落
ち
着
い
て
次
の
こ
と
を

知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

①
来
て
ほ
し
い
場
所
の
住
所
と
そ
の

目
標
の
建
物
。

②
事
故
や
病
気
の
種
類
。

③
け
が
人
や
急
病
人
の
数
、
年
齢
、

性
別
。

平
成
20
年
度
の
住
民
健
診
が
次
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

町
で
は
、
今
年
度
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）
に
着
目
し
た
「
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）」
と
「
特
定
保
健
指
導
」

が
始
ま
っ
た
た
め
、
特
定
健
診
を
今
ま
で
の
住
民
健
診
の
中
に
位
置
づ
け
て

行
い
、
該
当
者
に
特
定
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
だ
、
申
し
込
み
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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割
の
方
が
軽
症
者
と
な

っ
て
い
ま
す
。

中
に
は
「
風
邪
を
ひ

い
た
」「
歯
が
痛
む
」
と

い
っ
た
軽
い
症
状
の
場

合
で
も
救
急
車
を
要
請

す
る
な
ど
、
残
念
な
が

ら
本
当
に
救
急
車
が
必

要
で
あ
っ
た
の
か
と
疑

問
に
思
う
事
例
も
あ
り

ま
す
。

さ
ら
に
は
、「
救
急
車

に
乗
れ
ば
急
患
扱
い
で

待
た
ず
に
受
診
で
き

る
。」
や
「
無
料
で
病
院

ま
で
運
ん
で
く
れ
る
。」

と
い
っ
た
利
用
を
す
る

救急出動の症状別人数 （単位：人）

平成19年の救急出動は前年対比約21％減で、人口の減少
や夏季間の海水浴客の減などのほか、平成19年から診療所の
夜間救急の廃止により「町民が保健予防や早期治療など健康
への意識が高まりも出動減少の要因の一つと考えられます。」
（積丹支署救急係談）

実施日 実 施 会 場 受 付 時 間

９月９日 神 岬 会 館 午前５：00～午前６：00

C 余別地区コミュニティセンター 午前７：00～午前10：00

９月10日 野塚克雪センター 午前５：00～午前８：00

D 日司生活改善センター 午前９：00～午後10：30

９月11日 入 舸 会 館 午前５：00～午前７：00

E 積丹町総合文化センター 午前８：00～午前10：00

胃がん 午前５：00～

検診あり 午前10：00

胃がん 午前10：00～

検診なし 午後１：00

９月12日
積丹町総合文化センター

F

※送迎については、居住地区や身体の状況に応じ、対応しますので、ご相談
ください。

積 丹 支 署 古平 仁木 赤井川 余　市区　　分
17年 18年 19年 支署 支署 支　署 消防署

軽 症 者（日帰り） 64 55 35 51 109 63 261

中等症者（入院20日以内） 65 69 68 84 78 57 315

重 症 者（入院21日以上） 30 26 17 38 52 11 136

死　　　　　亡 8 4 4 11 7 0 26

そ　　の　　他 6 6 2 0 0 1 7

合　　　　　計 173 160 126 184 246 132 745

町
立
国
保
診
療
所
で
の
夜
間
・
休
日
救
急
体
制
の
廃
止
や
道
立
余
別
診
療

所
の
廃
止
。こ
の
間
、町
で
は
救
急
救
命
士（
消
防
職
員
）の
増
員
や
診
療
所
へ

の
町
内
送
迎
バ
ス
の
運
行
、
近
隣
診
療
施
設
へ
の
救
急
車
の
受
け
入
れ
要
請

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
救
急
車
の
利
用
は
大
切
な

命
を
救
う
た
め
正
し
い
利
用
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
今
月
は
救
急
車
の
適
正

利
用
と
診
療
所
送
迎
バ
ス
の
昨
年
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※数値は各年１月～12月。積丹支署以外の数値は平成19年実績。



④
け
が
人
や
急
病
人
の
容
態
（
簡
潔

に
）

⑤
持
病
が
あ
れ
ば
そ
の
病
名
、
か
か

り
つ
け
の
病
院
。

※
北
後
志
管
内
で
の
携
帯
電
話
か
ら

の
通
報
は
、
余
市
消
防
署
を
経
由
し

各
町
村
の
消
防
支
署
へ
転
送
さ
れ
ま

す
。
通
報
の
際
に
は
、
必
ず
町
村
名

を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

■
休
日
等
に
利
用
で
き
る
救
急
医
療

機
関
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

休
日
に
け
が
人
や
急
病
人
が
出
た

と
き
の
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
町
広

報
紙
や
新
聞
等
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

救
急
医
療
機
関
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
夜
間
の
病
院
の
照

会
は
積
丹
支
署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

※
積
丹
支
署
で
は
、
救
急
・
応
急
手

当
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
技
術
を

身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
、
随
時
講

習
会
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

℡
44
―
２
３
５
２

は
、
道
立
余
別
診
療
所
の
廃
止
や
野

塚
町
丸
山
を
経
由
す
る
生
活
バ
ス
路

線
の
廃
止
に
伴
い
、
平
成
19
年
４
月

か
ら
町
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
毎
週
火
・
金
曜
日
の
岬

の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
の
送
迎
バ
ス
を
神

岬
町
か
ら
入
舸
経
由
で
、
ま
た
野
塚

小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
丸
山
地

区
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
空
き
時
間
を
活

用
し
て
診
療
所
ま
で
の
送
迎
を
行
っ

て
い
ま
す
。

町
で
は
、
運
転
免
許
を
持
っ
て
い

な
い
、
自
家
用
車
が
な
い
、
送
迎
し

て
く
れ
る
人
が
い
な
い
と
い
っ
た
人

た
ち
の
た
め
に
地
域
唯
一
の
診
療
所

へ
の
通
院
に
必
要
な
「
地
域
の
足
」

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
目

的
に
運
行
し
て
い
ま
す
。

「
診
療
所
へ
の
送
迎
バ
ス
」と
い
う

明
確
な
運
行
目
的
が
あ
る
一
方
で
、

一
般
の
買
い
物
な
ど
で
送
迎
バ
ス
を

利
用
さ
れ
る
方
も
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
本
来
の
目
的
か
ら
外
れ

た
利
用
者
が
増
え
る
と
中
央
バ
ス
の

減
便
や
送
迎
バ
ス
の
増
車
に
伴
う
財

政
負
担
な
ど
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
ル
ー
ル

を
守
っ
た
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
住
民
健
診
と
変
わ
っ

た
こ
と
は
？

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
が
始

ま
っ
た
た
め
、
基
本
健
康
診
査
の
受

診
対
象
者
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

町
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以
上

で
、

（
１
）国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
ま
た

は
、
後
期
高
齢
被
保
険
者
の
方

（
２
）
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

（
※
被
用
者
保
険
（
社
会
保
険
等
）
の

方
に
つ
い
て
は
、
各
事
業
主
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
種

が
ん
検
診
等
は
従
来
ど
お
り
被
用
者

保
険
（
社
会
保
険
等
）
の
方
も
受
診

で
き
ま
す
。）

■
基
本
健
康
診
査
の
健
診
内
容
は
？

従
来
ど
お
り
の
健
診
内
容
で
す
。

◆
健
診
項
目

問
診
・
身
体
計
測
・
医
師
の
診

察
・
血
圧
測
定
・
血
液
検
査
・
尿
検

査
・
貧
血
検
査
・
心
電
図
検
査
・
眼

底
検
査
・
生
活
機
能
評
価
（
65
歳
以

上
の
方
）

■
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
目

標
数
値
は
あ
る
の
？

町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
平
成
２

４
年
度
時
点
で
次
の
達
成
目
標
値
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

◆
特
定
健
診
受
診
率

65
％

◆
特
定
保
健
指
導
実
施
率

45
％

な
お
、
目
標
の
達
成
状
況
に
応
じ

て
平
成
25
年
度
か
ら
国
の
助
成
が
、

上
下
10
％
（
上
限
）
で
調
整
さ
れ
る

た
め
、
皆
さ
ん
が
負
担
し
て
い
る
国

保
料
（
税
）
に
も
影
響
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

な
お
、
平
成
19
年
度
の
受
診
率
は

約
30
％
で
、
町
で
は
未
受
診
者
に
対

し
電
話
や
訪
問
に
よ
り
受
診
勧
誘
に

努
め
受
診
率
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

■
住
民
健
診
の
検
査
料
金
は
？

次
の
と
お
り
で
す
。

3

国保診療所送迎バスの月別利用者数（平成19年度）

74

平成19年４月から平成20年３月の間の利用者数合計は
延べ1，419人で、１回あたりで割り返すと約14人の利用が
ありました。平成20年４月から７月までの利用者数は延
べ529人で、前年同期の利用者数と比べて123人（約30％）
の利用増となっています。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
住
民
福
祉
課
（
℡
44
―
２
１
１
１
）

自　己 町　等 検査
区分

負担金 負担金 料金

2，200円 2，523円 7，623円

1，400円 6，748円 8，148円

400円 7，748円 8，148円

20歳～
64歳

65歳～
74歳

75歳
以上

町
立
国
保
診
療
所
へ
の
送
迎
バ
ス




